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担い手不足の解決が急務
　奥能登の全５２５集落を
対象に、県が平成19年度に
実施した調査では、後継者
のいない農家が90%に達
しています。さらに、農業従
事者の平均年齢は67歳と
高齢化し、「10年以内に営
農の継続が困難になる」と
答えた人は70％にも上って

います。
　こうした厳しい状況は、
県民に十分に届いていると
は言えず、農業への理解も
進んでいないのが実情です。
　また、19年度の調査では、
耕作を放棄した畑や水田の
面積は、約6900haにもお
よび、このうち約80%は能

登地域に集中しています。
　県では、これらの課題の
解決に向け、今年4月に立ち
上げた「（財）いしかわ農業
人材機構」が中心となって、
プロ農家の育成をはじめ、
県民全体が農業を応援する
仕組みづくりや耕作放棄地
の解消に取り組んでいます。

ふるさとの農業をもっ

  中出夏希さん（3年生）
 ［好きな野菜：サツマイモ］

  小屋芙友季さん（3年生）
 ［好きな野菜：トマト］

高校生県政ニュース特
集いしかわの“農”最前線

  前 晃介さん（3年生）
 ［好きな野菜：ナス］

  坂下侑子さん（2年生）
 ［好きな野菜：キュウリ］

「生徒会と放送部に所属して
いました。放送部で一度、取
材した農業をもっと詳しく調
べたいと思い、生徒会の後輩
と、農業に取り組む皆さんを
取材しました」（前さん）

「小松商業高校の生徒が主
体となって実施している“ふ
るさと小松検定”の事務局
をしています。もちろん、ふ
るさとの農業についても興
味津々です」（小屋さん）
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農業従事者の年齢別構成（石川県）

金沢伏見高校
生徒会

小松商業高校
NPO法人「ふるさと小松検定」事務局

金沢チーム加賀チーム

出典／農林業センサス

※小数点第2位を四捨五入した比率となっています。
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サツマイモ掘り
実りの秋を迎え、サツマイモの収穫が最
盛期を迎えています。県内には、五郎島
金時（金沢市）や、かほっくり（かほく市）、
能登金時（志賀町）など、ブランド化が
進められているサツマイモも多く、世代
を超えて大人気の秋の味覚です。今回
の特集では、能登・金沢・加賀の高校生
が、県政ジュニアジャーナリストとして、
農業の新たな取り組みを探りました。取
材した方々は皆さん、県内のおいしいサ
ツマイモに負けないほど、ホックホクな
笑顔が印象的で、農業の明るい未来を
目指して、頑張っていらっしゃいました。
高校生とふるさとの農業を担う皆さんの
活躍を、ぜひご覧ください。

表紙イラスト制作 ほんだじょり（金沢市在住）
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日
本
の
食
料
自
給
率
は
、
先
進
国
の
中

で
は
最
低
水
準
と
な
る
40
％
で
、
大
部
分

を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

さ
ら
に
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

担
い
手
不
足
も
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

一
方
で
、
農
業
再
生
に
向
け
た
動
き
も

活
発
化
し
て
い
て
、
県
で
は
、「
企
業
の
農

業
参
入
」「
人
材
育
成
」「
地
産
地
消
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

 　
「
ふ
る
さ
と
の
農
業
は
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
？
」。そ
ん
な
疑
問
を
胸
に
、
七
尾

東
雲
高
校
・
金
沢
伏
見
高
校
・小
松
商
業
高

校
の
生
徒
が
、
石
川
県
の
農
業
の
未
来
像

を
探
る
た
め
、
県
政
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
、〝
農
〞の
最
前
線
に
取
材

に
出
か
け
ま
し
た
。

県
内
各
地
で

新
た
な
取
り
組
み
進
行
中

と知りたーい！

能登チーム

「クラブ活動の一環として、
能登野菜を使ったお弁当を
考えました。地元で野菜を作
り、商品に生かしている地元
企業スギヨの取り組みをレ
ポートします」（吉田さん）

  吉田 舞さん（3年生）
 ［好きな野菜：トマト］

  堀内一美さん（3年生）
 ［好きな野菜：キャベツ］

七尾東
し の の め

雲高校
家庭クラブ
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ト
さ
れ
、商
品
加
工
を
行
う
北
陸
工
場

に
運
ば
れ
て
い
ま
す
。
工
場
で
は
野

菜
を
洗
浄
・
殺
菌
し
た
上
で
金
属
探
知

機
を
通
し
て
異
物
が
入
ら
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
い
、従
業
員
に
は
ヘ

ア
ネ
ッ
ト
な
ど
の
着
用
を
義
務
づ
け

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
商
品
を
消
費
者
に
届
け
る

た
め
の
衛
生
管
理
の
厳
し

さ
に
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、魚
肉
に
野
菜
を
加

え
て
揚
げ
た
人
気
商
品「
加

賀
揚
」は
、
自
社
農
場
で
生

産
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
と
ニ
ン

ジ
ン
を
使
う
12
月
か
ら
2

月
ま
で
は「
能
登
島
野
菜
入

り
」の
シ
ー
ル
を
張
り
、
北

陸
限
定
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
ス
ギ
ヨ
な
ら
で
は
の

地
産
地
消
商
品
の
評
判
は

よ
く
、加
工
部
門
を
担
当
す

る
川
上
和
孝
課
長
は
、「
売

り
上
げ
が
20
％
〜
40
％
は

伸
び
て
い
ま
す
」と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ス
ギ
ヨ
で
は
今
年
度
、自
社
栽
培
の

野
菜
の
使
用
量
が
全
体
の
30
％
近
く

に
な
る
見
通
し
で
、そ
の
比
率
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
、農
場
を
能
登
全
域
に

拡
大
し
て
い
く
計
画
を
立
て
て
い
る

そ
う
で
す
。
ス
ギ
ヨ
の
よ
う

な
企
業
の
農
業
参
入
は
、耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
加
え

て
、
野
菜
づ
く
り
に
携
わ
る

人
材
の
雇
用
な
ど
、幅
広
い
地

域
貢
献
に
も
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

県農業政策課の山本佳行さんに、
農業分野への企業参入の現状や
県のサポート体制についてお話を
聞きました。
̶県内では何社の企業が農業事
業を始めていますか。
　平成17年の国の制度改正で、
制限のあった企業の農業参入が
認められました。県内では現在、
建設業や食品製造業などの14社
が農業分野に進出しています。
̶地域・会社にとって、どのような
効果が期待できますか。
　企業参入は、地域の農業の活
性化や耕作放棄地の解消につな

がります。また、上野組のように
独自のノウハウと独創的な発想に
よる取り組みは、地域に大きな活
力を与えるものと思います。企業
にとっては、新たなビジネスチャ
ンスが生み出されるとともに、地
域農業へ貢献することでイメージ
アップなどが期待できます。
̶参入を促すには、行政のサ
ポートも不可欠ですね。
　はい。県では、企業の
農業参入を促すため、
平成19年1月に「農
業参入サポートデス
ク」を県農林水産部

内に設置しました。多岐にわたる
支援メニューをそろえていますの
で、お気軽にご相談ください。
̶ありがとうございます。企業の
参加でビジネスとしての農業の魅
力も磨かれていくことが分かりま
した。

平成20年に県内の建設
業者として初めて、農業
に参入した上野組（輪島
市）の取り組みを紹介し
ます。

　上野組が栽培するの
は、輪島市三井町細屋
地区で昔から作られて
きた特産の“細屋ゴボウ”です。身が柔らか
く、風味が自慢のゴボウですが、土中に1m
近くも伸びるため収穫に大変な労力が必要
なことから、農家数の減少や高齢化で生産
量が激減していました。
　上野組では、収穫の手間を省くため、建
築資材の型枠を組み、その中に土を入れて
ゴボウを育てるユニークな栽培法を考案。
型枠は組み立てや解体が手軽で、枠を外し
て土を崩せば簡単にゴボウが収穫できます。
　昨年の生産量は約300kgで、今年はそ
の3倍を見込んでいます。さらに、消費を
増やし、付加価値も高めるため、金沢大学
や金沢市の食品メーカーと連携し、ゴボウ
を使ったタルトやまぜご飯などの商品化に
力を入れています。上野吉夫社長は、「来
年度からは、能登空港近くの耕作放棄地で

サトイモの栽
培をスタート
します」と話し、
軌道に乗り出
した農業事業
に意欲をのぞ
かせています。

建築資材を生かし
“細屋ゴボウ”復活へ

上野組
輪島市

農業参入
サポートデスク

企業からの各種相談への
対応をはじめ、市町や農林
総合事務所、（財）いしかわ
農業人材機構などの関係
機関と連携し、農業参入を
支援する県の窓口。参入企
業に対して、農業に必要な
機械・施設の整備、加工品
の試作、販売調査などの
経費も助成しています。

ジャーナリストMEMO

上野組社長
上野吉夫さ

ん

県
農
業
政
策
課

山
本
さ
ん
に
聞
く
！

こ
れ
ま
で
に
な
い

発
想
力
に
期
待

県農業政策課　TEL 076 225 1661

高校生県政ニュース特
集いしかわの“農”最前線
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わ
た
し
た
ち
能
登
チ
ー
ム
が
向
か

っ
た
の
は
、
カ
ニ
風
味
か
ま
ぼ
こ
や

ち
く
わ
な
ど
の
魚
肉
練
り
製
品
の

加
工
・
販
売
を
手
が
け
る
地
元
企
業

ス
ギ
ヨ
で
す
。同
社
で
は
、
2
年
前

か
ら
農
業
分
野
に
進
出
し
、
七
尾
市

能
登
島
で
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
を
中
心
に

　
　

の
農
場
を
整
備

　

能
登
島
に
あ
る
ス
ギ
ヨ
フ
ァ
ー
ム

で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
10
種
類
以
上
の
野
菜
を
栽

培
し
、大
部
分
を
自
社
商
品
の
原
料
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
ス
ギ
ヨ
は
、
平
成

19
年
5
月
に
県
内
の
企
業
第
1
号
と

し
て
農
業
参
入
し
ま
し
た
。
現
在
、
能

登
島
の
耕
作
放
棄
地
を
中
心
に
島
内

4
カ
所
で
計
17 

ha
の
農
地
を
借
り
受

け
、5
人
の
農
場
ス
タ
ッ
フ
が
県
内
で

も
有
数
の
規
模
で
野
菜
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
に
参
入
し
た
一
番
の
理
由
は
、

原
材
料
か
ら
自
社
生
産
し
て
食
品
の

安
全
と
安
心
を
よ
り
高
め
る
た
め
で
、

肥
料
や
作
業
内
容
な
ど
栽
培
に
関
す

る
細
か
な
デ
ー
タ
を
記
録
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
取
材
に
訪
れ
た
農
場
で

は
、収
穫
間
近
の
大
き
な
キ
ャ
ベ
ツ
が

一
面
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
半
澤

咲
子
農
場
長
は
、「
化
学
肥
料
や
農
薬

を
な
る
べ
く
控
え
た
エ
コ
栽
培
に
努

め
て
い
ま
す
。
野
菜
は
、
能
登
島
特
有

の
赤
土
か
ら
の
栄
養
分
を
じ
っ
く
り

と
蓄
え
る
の
で
、と
っ
て
も
お
い
し
い

で
す
よ
」と
、
品
質
に
太
鼓
判
を
押
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
自
然
が
相
手
で
す
か
ら

計
画
通
り
に
進
ま
な
い
こ
と
も
多
く
、

育
て
方
や
品
種
な
ど
を
工
夫
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
苦
労
し
た
分
、
お

い
し
い
野
菜
が
収
穫
で
き
た
と
き
は
、

喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
」
と
半
澤
さ

ん
。
農
業
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
話

す
笑
顔
が
、と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

産
地
Ｐ
Ｒ
で

売
り
上
げ
ア
ッ
プ

　

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、ス
ギ
ヨ
北
陸

工
場
（
七
尾
市
）
で
す
。
自
社
農
場
で

収
穫
し
た
野
菜
は
本
社
工
場
で
カ
ッ

赤
土
で
育
て
た

最
前
線

レ
ポ
ー
ト
①

企
業
の
農
業

参
入

能
登
島
産
野
菜
を

自
社
商
品
に
活
用

17
ha
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六
星

平
均
年
齢　

歳
、

東
京
か
ら
も
就
職
！

　

続
い
て
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
が
、若
い

就
農
者
が
活
躍
す
る
六
星
で
す
。六
星

は
社
員
34
人
、パ
ー
ト
20
人
が
勤
め
る

農
業
の
企
業
経
営
体
で
、１
３
０
ha
と

い
う
広
大
な
農
地
で
お
米
と
野
菜
を

つ
く
り
、直
売
所
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
扱
う

商
品
は
と
れ
た
て
の
農
作
物
だ
け
で

な
く
、そ
れ
を
加
工
し
た
お
も
ち
や
漬

け
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
直
売
店
は
白

山
市
や
金
沢
市
か
ら
の
お
客
さ
ん
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

六
星
社
員
の
平
均
年
齢
は
32
歳
。

「
農
家
の
出
身
で
は
な
く
、
県
外
か
ら

来
た
社
員
も
多
い
ん
で
す
よ
」
と
教

え
て
く
れ
た
の
は
、園
芸
課
で
野
菜
栽

培
を
担
当
す
る
川
口
菜
穂
さ
ん
で
す
。

川
口
さ
ん
は
東
京
都
出
身
で
、大
学
時

代
、農
業
法
人
の
調
査
で
石
川
県
を
訪

れ
、
そ
の
と
き
、
若
い
人
が
真
剣
に
農

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
六
星
に
魅
力

を
感
じ
、就
職
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

　

川
口
さ
ん
の
も
う
一
つ
の
重
要
な

仕
事
が
情
報
発
信
で
す
。
毎
月
、
作
業

状
況
や
商
品
な
ど
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
を
ま
と
め
た
情
報
紙『
た
ぁ
ー
ん
と

六
星
』を
編
集
し
、
来
店
者
や
通
信
販

売
の
お
客
さ
ん
に
届
け
て
い
ま
す
。

「
農
家
の
そ
の
ま
ま
の
姿
を
、
消
費
者

の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
そ

れ
が
商
品
へ
の
安
心
感
と
、農
業
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
川

口
さ
ん
。

　

六
星
を
取
材
し
、職
業
と
し
て
の
農

業
の
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
農

地
の
大
部
分
は
地
域
の
方
々
か
ら
借

り
て
い
る
も
の
と
聞
き
、若
者
が
地
元

の
方
々
と
と
も
に
地
域
の
農
業
を
支

え
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

今年4月に発足した「いしかわ農
業人材機構」のアドバイザー高枝
正成さんから、いしかわ農業人材
機構の役割と県の取り組みを教え
てもらいました。
̶機構の役割は何ですか。
　農業にかかわるあらゆる課題
に対するワンストップ窓口であり、
農業人材の育成と農業への新規
参入のマッチングを行っています。
̶担い手の育成・確保に向けた特
色ある取り組みを教えてください。
　耕稼塾では、企業経営を目指す
農家向けに「経営革新スキルアッ
プコース」を開設しています。ま
た、新しく農業を始めたい方をき
め細かく支えるため、就農までの

道筋を示し、研修先や就農地を
マッチングするコーディネーター
を今年4月に5つの農林総合事務
所に配置しました。
̶機構では、県民全体を農業人材
ととらえていると聞きました。
　その通りです。農産物の流通業
者や食品企業、そして県内農産物
の消費者も農業を支え、応援する
人材の一員です。農業の発
展には、消費者の皆さんに
農業を身近に感じていた
だくことが不可欠と
考えています。その
ために、消費者が
農業を体験する
「いしかわの農業

学ぼうコース」を開くなどの活動
に力を入れています。今後は、公
開講座やシンポジウムの開催を計
画しています。
̶ありがとうございます。農業人
材の育成には、わたしたち消費者
も深くかかわっているのですね。

消
費
者
の

皆
さ
ん
も
農
業
人
材

い
し
か
わ
農
業
人
材
機
構

高
枝
さ
ん
に
聞
く
！

32

財いしかわ農業人材機構　TEL 076 225 7621

高校生県政ニュース特
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金
沢
チ
ー
ム
で
は
、
実
践
的
な
農
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
指
導
し
、
就
農
者
を

育
成
す
る
「
い
し
か
わ
耕こ
う
か
じ
ゅ
く

稼
塾
」
を

1
日
体
験
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、
農

業
の
企
業
経
営
を
進
め
る
担
い
手

の
方
に
も
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

い
し
か
わ
耕
稼
塾

農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

一
か
ら
学
ぶ

　

体
験
し
た
の
は
、栽
培
法
を
基
礎
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
「
予

科
」
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
開
講
が
週

1
回
の
た
め
働
き
な
が
ら
で
も
通
い

や
す
く
、農
業
の
知
識
・
技
術
が
な
く

て
も
無
理
な
く
受
講
で
き
ま
す
。

　

1
日
体
験
で
は
、ま
ず
病
気
や
害
虫

を
防
ぐ
た
め
の
農
薬
の
使
用
方
法
や

栽
培
管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
を

受
け
ま
し
た
。
先
生
の
お
話
に
よ
る

と
、被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
に

は
毎
日
の
チ
ェ
ッ
ク
が
欠
か
せ
ず
、農

薬
を
使
う
際
も
時
期
や
量
な
ど
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
い
ろ

い
ろ
。
考
え
て
い
た
以
上
の
注
意
点

の
多
さ
に
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

予
科
の
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
育
て

た
白
菜
や
大
根
な
ど

の
収
穫
作
業
に
も
参

加
し
ま
し
た
。
ス
ー

パ
ー
で
見
か
け
る
カ

ッ
ト
さ
れ
た
も
の
と

違
い
、
葉
が
伸
び
た

土
付
き
の
野
菜
は
、

と
っ
た
瞬
間
に
両
手

に
ず
っ
し
り
と
く
る

重
さ
で
す
。

　

現
在
、
予
科
に
は

30
人
が
参
加
し
て
い

て
、
金
沢
市
内
の
30

代
の
会
社
員
女
性

は
、「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
が
、

農
業
の
大
変
さ
を
知

る
と
と
も
に
、
や
り

が
い
も
見
え
て
き
ま

し
た
」
と
の
こ
と
。

わ
た
し
た
ち
も
1
日

だ
け
の
体
験
で
し
た

が
、
農
業
の
難
し
さ

と
収
穫
の
喜
び
を
少

し
だ
け
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

最
前
線

レ
ポ
ー
ト
②

農
業
人
材
の

育
成

いしかわ耕稼塾

耕稼塾では農業に関心の
ある方、始めたい方、経営
をレベルアップしたい農
家の方など、いろいろな目
的・ニーズに応えられるよ
うバラエティーに富ん
だコース・カリ
キュラムを用意
しています。

ジャーナリストMEMOいしかわ耕稼塾の多彩なカリキュラム

県
民
一
人
ひ
と
り
が

次
代
を
担
う
若
い
力
を

サ
ポ
ー
ト

農業を体験したい方、
興味のある方、関連企業
いしかわの農業学ぼうコース など

農業に携わっている方
経営革新スキルアップコース など

農業を始めたい方
予科、本科、専科、
奥能登実践科 など

○農家のもとでの短期の農作業実習（きっかけづくり）
○研修ほ場での基礎的な栽培・経営技術の実習・講義
○研修ほ場や農家のもとでの実践的な訓練 など

○農作物の種まきから収穫までの一連の農作業体験
○農業の大切さや役割などについての事例紹介や
　意見交換 など

○企業的な経営者（プロ農家）へのレベルアップに向けた
　各分野の専門家による演習・講義
○経営の円滑な継承に向けた手法等を学ぶ講座 など

※このほか、現状の課題に沿った特別講座を開催
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夫
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、地
産
地
消
は
生
産
地
か
ら

販
売
店
ま
で
商
品
を
輸
送
す
る
距
離

が
短
く
、二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
量

が
抑
え
ら
れ
ま
す
。「
地
物
野
菜
は
段

ボ
ー
ル
箱
で
は
な
く
、コ
ン
テ
ナ
を
使

っ
て
運
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
何
回

も
反
復
し
て
使
え
、そ
の
点
で
も
エ
コ

で
す
ね
」
と
大
谷
さ
ん
。
地
産
地
消
は

環
境
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

産
地
見
学
会
に

定
員
超
え
る
応
募

　

東
京
ス
ト
ア
ー
で
は
、ふ
る
さ
と
の

農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、地
産

地
消
に
結
び
付
け
る
た
め
、お
客
さ
ん

が
参
加
す
る
産
地
見
学
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。「
先
日
、Ｊ
Ａ
小
松
市
と
協

力
し
て
ト
マ
ト
の
生
産
現
場
の
見
学

ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、定
員
を

大
幅
に
上
回
る
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
」。
大
谷
さ
ん
は
こ
う
話
し
、
食

の
安
全
を
求
め
る
声
の
高
ま
り
に
比

例
し
て
、地
元
食
材
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

地
域
の
活
性
化
は
ス
ー
パ
ー
の
売

り
上
げ
増
に
も
つ
な
が
る
た
め
、こ
れ

か
ら
も
地
元
食
材
の
魅
力
を
伝
え
、販

売
促
進
に
力
を
注
い
で
い
く
と
の
こ

と
で
、「
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
強

め
、県
内
の
農
家
の
皆
さ

ん
を
少
し
で
も
支
え
て

い
き
た
い
」
と
大
谷
さ

ん
。
わ
た
し
た
ち
も
お

い
し
く
安
心
な〝
じ
わ
も

ん
〞を
食
べ
て
、
石
川
の

農
業
を
少
し
で
も
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

地産地消のメリットや推進策など
について、県南加賀農林総合事務
所の松本淳さんに質問しました。
̶生産者側にとってはどのような
メリットがありますか。
　販売者が身近にいることで話し
合いの機会が増え、消費者の声も
届きやすく、ニーズに合った作物
の栽培に生かすことができます。
̶地産地消を推進するための県の
取り組みを教えてください。
　シンボルマークを作り、推進協
力店にのぼりを出すなどして県
民にPRしています。また、県庁と
県内の農林総合事務所に今年1月、

地産地消サポートデスクを設置し
ました。生産者と飲食店、流通業
者などを結び付けるコーディネー
トや相談業務に力を入れています。
̶地産地消の大切さを、より多く
の人に知ってもらうためには今後、
何が必要ですか。
　地元食材の魅力を、もっ
と知っていただくことだと
思います。石川には、豊か
な食文化を支えるす
ばらしい食材がたく
さんあります。おい
しい、安心、エコと
三拍子そろった“じ

わもん”を、ぜひ召し上がってくだ
さい。
̶ありがとうございます。取材を
通して、地元食材のよさも再発見
できました。

小松商業高校の年に一度の
ビッグイベントが、「小商フェス
ティバル」です。毎年10月、各ク
ラスで地元商店街と協力し、開
発した商品を販売していて、中
には地産地消にちなんだもの
もいっぱい。そこで、来店者の
方に「地産地消」に対するイ
メージについてインタビューし
ました。

“地産地消”をテーマに
 街頭インタビュー

フード・マイレージ

食品の生産地から消費地
までの輸送にかかるエネ
ルギー消費量を、「食材の
重さ×距離」で表した数値。
食料を海外からの輸入に
頼る日本は世界でも群を
抜いて値が高く、積極的に
地産地消に取り組んでい
くことが大切です。

ジャーナリストMEMO

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

栽
培
に
つ
な
が
る

県
南
加
賀
農
林
総
合
事
務
所

松
本
さ
ん
に
聞
く
！

「輸送面など
を考えてもエ
コにつながる
ので、スーパー
では地元の野
菜を買うように
しています」

「長年、親しん
だ水で育った
野菜は、やはり
おいしいですね。
身近なところで
生産されたも
のは、安心感も
あります」

まちの声❶

まちの声❷

  大幡英一さん・純子さん
（小松市在住）

  広瀬貴
あ つ こ

子さん・月
る な

渚ちゃん
（小松市在住）

県農業安全課　TEL 076 225 1626

高校生県政ニュース特
集いしかわの“農”最前線
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加
賀
チ
ー
ム
が
調
査
し
た
テ
ー
マ

は
、
地
元
で
生
産
し
た
食
材
を
地
元

で
消
費
す
る
〝
地
産
地
消
〞。
最
近
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
よ
く
耳
に
す
る
こ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
、
地
元

ス
ー
パ
ー
で
探
り
ま
し
た
。

安
心
と
お
い
し
さ
が

ぎ
っ
し
り

　

わ
た
し
た
ち
が
訪
ね
た
東
京
ス
ト

ア
ー
は
、
県
と
連
携
し
、
地
元
食
材
の

販
売
に
力
を
入
れ
る
地
産
地
消
推
進

協
力
店
の
ひ
と
つ
で

す
。
取
材
し
た
小
松
市
の
幸
町
店
で

は
、店
内
に
入
る
と
目
の
前
に
県
産
の

ト
マ
ト
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
野
菜

が
並
ぶ
地
物
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
地
産
地
消
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
ポ
ッ
プ
広
告
や
「
加
賀
野
菜
」
の
言

葉
が
入
っ
た
の
れ
ん
な
ど
も
飾
ら
れ

て
い
て
、「
鮮
度
が
よ
く
栄
養
分
が
豊

富
で
お
い
し
い
〝
じ
わ
も
ん
（
地
物
を

指
す
石
川
の
方
言
）〞は
、ぜ
ひ
お
す
す

め
し
た
い
商
品
で
す
。
で
す
か
ら
、
一

番
目
立
つ
場
所
に
置
い
て
い
る
ん
で

す
よ
」と
、
同
社
店
舗
運
営
部
の
大
谷

均
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
地
に
足
を
運
び
や
す
く
、

栽
培
の
様
子
を
見
ら
れ
る
こ
と
も
、じ

わ
も
ん
を
お
客
さ
ん
に
自
信
を
持
っ

て
お
す
す
め
で
き
る
理
由
だ
そ
う
で

す
。
野
菜
の
中
に
は
、
生
産
者
の
名
前

と
顔
写
真
付
き
で
販
売
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
、顔
が
見
え
る
こ
と
で
消
費

者
が
よ
り
安
心
し
て
購
入
で
き
る
工

□ 店頭　AM10：00□ 収穫　AM10：00 □ 袋詰め・出荷　 AM10：30 □ 競り　AM6：00

最
前
線

レ
ポ
ー
ト
③

地
産
地
消

　県では、穴水町以北の2市2町やJAなどと連携し、奥能登の食材
を集荷し、金沢市中央卸売市場に毎日出荷する「奥能登直行便」事
業を今年７月、本格的にスタートしました。数量が少なく直売所にし
か出回らなかった食材の掘り起こしや、地元食材を県内全域で消費
する「地産県消」の推進につなげるのがねらいです。農家にとっては、
収入の増加のほか、消費者ニーズに応える生産にもつながります。

奥能登直行便
を追跡調査

身
近
な
スーパー
か
ら

〝
じ
わ
も
ん
〞の

魅
力
を
発
信

魅力ある食材を金沢へ

1日目 2日目
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自
然
や
食
、文
化
な
ど
、多
岐
に

わ
た
る
ス
タ
イ
ル
の
旅
を
楽
し

め
る
〝
ふ
じ
の
く
に
〞
静
岡
県
。

富
士
山
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な「
日
本
一
」を
誇
り
ま
す
。

　静岡県はお茶の生産量が日
本一。5月には各地で萌

もえ ぎ

黄色の
茶畑が見られます。お茶摘みや
茶道の体験、製茶工場の見学、
お茶料理などを楽しめる施設
が数多くあります。

　大井川鐵道（島田市金谷̶静岡市
井川）は、日本一の急こう配を上り下
りする国内唯一のアプト式鉄道を採
用したり、SLを運行したりするなど、
大人も子どもも楽しめます。

　海の幸やうなぎ、フルーツ
など、1年を通しておいしい魅
力が満載です。特に、最近、
注目されているのが、ご当地
グルメ。手ごろな価格の郷土
食が集まった「B-1グランプ
リ」では、富士宮やきそばが
最多優勝を誇りま
す。ほかにも、静岡
おでんや浜松餃子
など、ご当地グルメ
がいろいろ。ぜひ
ご賞味ください。

仙台便

高級感漂う次世代機
杜
も り

の都へ1時間
　杜の都までわずか1時間の
小松̶仙台便では、9月からア
イベックスエアラインズ社が
運航を開始しました。就航す
るのは、日本初登場の飛行機
となるCRJ700型次世代機。
客席はすべてライトグレーの
革張りシートで、70人乗りの

小型機ながら揺れが非常に少
ないのも大きな特徴です。高
級感ある空間で空の旅をゆっ
たりと楽しめます。
　夕方に離発着するため、観
光だけでなく、東北地方への
出張などビジネスでも利用し
やすくなっています。

札幌便

エア・ドゥが運航開始
乗ったときから北海道気分!

　小松̶札幌便は、北海道
国際航空（通称：エア・ドゥ）
が11月から運航を開始しまし
た。エア・ドゥでは、ドリンクや
音楽など、北海道にこだわっ
たサービスに取り組んでいて、
飛行機に乗ったときから北海
道気分を味わえます。

　また、エア・ドゥ就航を記念
して11月1日～12月25日の期
間、小松̶札幌便を往復でご
利用の方を対象に、県立航空
プラザ臨時駐車場を無料開放
します。魅力あふれる北の大
地へ、この機会に出かけてみ
てはいかがでしょうか。

県空港企画課　TEL 076 225 1337　 www.komatsuairport.jp/

ご当地グルメいっぱい

大茶園に目を奪われる

９
月お目
見
え

11
月お目
見
え

大井川鐵
てつどう

道で旅情を満喫

　
　
　

     

か
ら

探
る
静
岡
の
魅
力

仙台発 小松着 小松発 仙台着
17:20 18:30 19:00 20:00

札幌発 小松着 小松発 札幌着
12:35 14:20 15:00 16:30

日
本
一

生産量が日本一

B-1グランプリ優勝回数日本一

日本一の急坂を上り下り

石
川
県
の
皆
さ
ん
、

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね

10

小
松
空
港 

国
内
線
に

新
た
な
航
空
機
が
続
々

小
松
空
港
の
国
内
線
で
は
今
年
、
静
岡
便
が
就
航
し
た

ほ
か
、
仙
台
便
、
札
幌
便
で
新
た
な
航
空
機
の
運
航
が

始
ま
り
、
現
在
、
石
川
と
全
国
７
都
市
を
５
つ
の
航
空

会
社
が
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が

そ
ろ
う
地
方
空
港
は
数
少
な
く
、
こ
れ
を
機
に
、
県
で

は
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

静岡便  

小
松
か
ら
55
分
で

〝
ふ
じ
の
く
に
〞へ

　
新
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

鹿
児
島
へ
の

乗
り
継
ぎ
も
便
利

　

今
年
7
月
就
航
の
静
岡
便
は
、静

岡
県
の
航
空
会
社
フ
ジ
ド
リ
ー
ム

エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
が
小
松

空
港
と
富
士
山
静
岡
空
港
を
わ
ず

か
55
分
で
結
び
ま
す
。
陸
路
で
片

道
約
4
時
間
か
か
る
静
岡
へ
の
ア

ク
セ
ス
時
間
が
４
分
の
1
に
短
縮

で
き
、観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
の

利
便
性
が
格
段
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

11
月
出
発
分
か
ら
は
、
普
通
運

賃
が
片
道
2
万
８
０
０
円
へ
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
た

な
割
引
サ
ー
ビ
ス
も
導
入
。
片
道

１
万
３
千
円
か
ら
の
３
段
階
の
割

引
運
賃
が
設
定
さ
れ
、空
席
状
況
に

よ
っ
て
は
、出
発
前
日
で
も
割
引
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

小
松̶

静
岡̶

鹿
児
島
間
の
乗

り
継
ぎ
も
便
利
で
、
午
前
に
小
松
発

の
便
を
利
用
す
れ
ば
出
発
か
ら
3

時
間
40
分
で
鹿
児
島
に
到
着
で
き

ま
す
。乗
り
継

ぎ
割
引
料
金

（
片
道
2
万
7
千
円
）も
あ
り
ま
す
。

静
岡
石
川
県
人
会
が
発
足

　

ま
た
、
7
月
に
は
、
静
岡
県
内
に

石
川
県
人
会
が
発
足
し
た
ほ
か
、両

県
内
の
都
市
同
士
が
協
定
を
結
ん

だ
り
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
子
ど
も

同
士
が
触
れ
合
っ
た
り
と
、各
方
面

で
交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

県
で
も
、静
岡
県
と
連
携
し
、「
白

山
と
富
士
山
」「
日
本
海
と
太
平
洋
」

な
ど
、両
県
の
魅
力
を
組
み
合
わ
せ

た
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
に
つ

な
げ
て
い
く
計
画
で
す
。

富士山静岡空港で
物産展が開催されました
　今年7月、富士山静岡空港で石川県の
物産展が開催されました。9日間の期間中
は、金箔や輪島塗、九谷焼といった伝統工
芸品、県内のオリジナルお菓子などを販
売。空港を利用する全国各地の方々にご来
場いただきました。11月14日から23日にか
けて、2回目の開催が予定されています。

７
月就航

静岡発 小松着 小松発 静岡着
8:35 9:30 10:10 11:05
16:45 17:40 18:20 19:15

静岡発 鹿児島着 鹿児島発 静岡着
12:05 13:50 14:25 16:00

■鹿児島への乗り継ぎダイヤ

ほっとトピックス

※

※
東
京
・
成
田
・
札
幌
・
仙
台
・
静
岡
・
福
岡
・
那
覇
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フ
ラ
ン
ス
出
身
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー

ズ
・
モ
レ
シ
ャ
ン
さ
ん
に
は
、今
年

4
月
、
外
国
人
初
の
石
川
県
観
光

大
使
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
金
沢
音

楽
祭
」の
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
を
務
め
た
り
、「
も
れ
し
ゃ
ん

塾
」を
開
い
た
り
す
る
な
ど
、
県
内

で
約
20
年
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
モ

レ
シ
ャ
ン
さ
ん
に
、
石
川
の
魅
力

や
国
際
化
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

石
川
県
は
、
九
谷
焼
や
輪
島
塗
と

い
っ
た
伝
統
工
芸
、
茶
屋
街
を
は
じ
め

と
し
た
歴
史
的
な
街
並
み
な
ど
、
大
好

き
な
日
本
文
化
に
数
多
く
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
土
地
で
す
。し
か
し
、
残

念
な
こ
と
に
、
県
庁
所
在
地
の
金
沢
市

で
さ
え
、
国
際
的
な
知
名
度
は
十
分
と

は
言
え
ま
せ
ん
。東
京
に
暮
ら
す
フ
ラ

ン
ス
人
と
話
し
て
い
て
も
、
半
分
以
上

は
金
沢
を
知
ら
な
い
の
で
す
。

　

わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル
や
シ
ャ
ネ
ル
と
い
っ

た
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
の
広
報
戦
略

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
経
験
を

生
か
し
て
、
石
川
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
、
石
川
ブ
ラ
ン
ド
を
国
内
外
に
高
め

よ
う
と
、
わ
た
し
な
り
に
意
気
込
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
も
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。〝
伝
統
文
化
〞と
い
う
石
川
が

世
界
に
誇
れ
る
宝
物
に
、
も
っ
と
自
信

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、
ぜ
ひ

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、
黒
瓦
の
町

家
を
取
り
壊
し
て
駐
車
場
や
高
層
ビ

ル
に
し
た
り
、
生
活
面
で
快
適
さ
を
求

め
過
ぎ
た
り
す
る
と
、
石
川
の
魅
力
は

大
き
く
損
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
パ
リ
は
、
石
川

同
様
に
歴
史
的
な
街
並
み
が
色
濃
く

知
名
度
は
ま
だ
ま
だ

石川の伝統文化は石川の伝統文化は
世界に誇れる宝物世界に誇れる宝物

残
り
、
市
民
の
心
に
文
化
を
守
る
意
識

が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
根
付
い

て
い
ま
す
。国
も
積
極
的
に
支
援
し
て

い
て
、
建
物
を
昔
な
が
ら
の
技
法
で
修

繕
で
き
る
よ
う
に
学
校
を
設
立
し
、
職

人
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
知
る
こ
と
は
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
ス
を
磨
く
こ
と
に
通
じ

ま
す
。よ
く〝
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
＝
流
行
〞

と
見
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
全
く
の
誤
解

で
す
。ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
洋
服
、
第

2
次
世
界
大
戦
中
の
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ

の
お
し
ゃ
れ
な
ど
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は

そ
の
背
景
に
あ
る
歴
史
や
芸
術
文
化

を
理
解
し
て
初
め
て
語
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
し
て
、
そ
れ
を
知
ら
な
け

れ
ば
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
表
面
的
な
色

や
形
を
追
う
だ
け
の
深
み
の
な
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

わ
た
し
の
母
は
、
画
家
で
芸
術
大
学

の
先
生
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
か
げ

で
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
芸

術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
に
入
る
き
っ

か
け
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

芸
術
文
化
が
身
近
に
あ
る
石
川
県

の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
点
で
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。例
え
ば
、
食
器
に
す
て
き
な

焼
き
物
や
漆
器
を
使
う
な
ど
、
普
段
の

暮
ら
し
に
少
し
で
い
い
か
ら
質
の
高

い
も
の
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
感
性

が
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
よ
。

 ファッション・エッセイスト

フランソワーズ・モレシャンさん

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

インタビュー

芸
術
が
感
性
を
磨
く

12

smile 石川のボランティア
　
「
コ
ー
ル
あ
い
」は
、高
齢
者
福
祉
施
設
を
は

じ
め
、保
育
所
や
障
害
者
福
祉
施
設
な
ど
を
訪

れ
、
毎
月
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
る

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
１
０
０
曲
近
く
に
も
上
り
、
童
謡
を
中
心

に
、昭
和
初
期
か
ら
現
代
ま
で
の
ヒ
ッ
ト
歌
謡

曲
な
ど
も
幅
広
く
そ
ろ
え
て
い
て
、慰
問
先
や

季
節
に
よ
っ
て
披
露
す
る
曲
目
を
選
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
ど
の
曲
も
お
な
じ
み
の
も
の
ば
か
り
で

す
。
わ
た
し
た
ち
だ
け
で
な
く
、
会
場
に
集

ま
っ
た
皆
さ
ん
で
大
合
唱
し
て
い
ま
す
よ
」。

代
表
の
大
深
伸
尚
さ
ん
が
笑
顔
で
話
す
よ
う

に
、コ
ン
サ
ー
ト
は
い
つ
も
肩
ひ
じ
張
ら
ず
に

楽
し
め
る
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
て
か
ら
12
年
が
た
ち
、

現
在
、メ
ン
バ
ー
は
50
代
か
ら
70
代
ま
で
の
20

人
。会
社
員
や
主
婦
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が

参
加
し
、
訪
問
日
を
含
め
て
毎
月
3
回
、
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
が
う
れ
し
そ
う
に

歌
っ
て
く
れ
る
姿
に
、わ
た
し
た
ち
も
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
大
深
さ
ん
。合
唱
後
に

は
、「
ま
た
来
て
ね
」と
声
を
か
け
ら
れ
る
機
会

も
多
い
と
の
こ
と
で
、た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
包

ま
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
き
ま
す
。

　

能
美
市
に
あ
る「
い
し
か
わ
動
物
園
」が
、今
年
10
月
で
開
園
か
ら
丸
10
年
を
迎
え

ま
し
た
。園
内
に
は
現
在
、約
１
７
０
種
、４
千
点
の
動
物
が
い
て
、わ
た
し
も
度
々

訪
れ
ま
す
。長
寿
日
本
一
の
カ
バ「
デ
カ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」や
、ガ
ラ
ス
越
し
に
人
と
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
む
か
の
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
見
せ
る
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
、

何
度
見
て
も
飽
き
ま
せ
ん
。

　

毎
年
期
間
限
定
の
開
催
で
す
が
、動
物
た
ち
の
夜
の
生
態
を
観
察
す
る「
ナ
イ
ト
・

ズ
ー
」
も
お
す
す
め
で
す
。こ
れ
は
、
視
察
先
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
夜
間
だ
け
開
園

す
る
動
物
園
を
訪
れ
、の
ん
び
り
と
し
た
昼
間
の
様
子
か
ら
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
活

発
に
動
き
回
る
動
物
の
姿
に
驚
き
、「
こ
の
面
白
さ
を
石
川
県
で
も
」と
平
成
16
年
に

始
め
ま
し
た
。今
年
は
８
月
と
10
月
に
計
９
回
開
き
、
実
に
4
万
人
を
超
え
る
方
々

が
来
園
さ
れ
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

動
物
園
に
は
、年
齢
を
問
わ
ず
人
を
感
動
さ
せ
る
魅
力
が
あ
る
と
つ
く
づ
く
思
い

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
１
０
０
曲

会場みんなで大合唱！
普段着の
コンサートが人気

お
か
げ
さ
ま
で
丸
10
年

進
化
す
る

い
し
か
わ
動
物
園

コールあい
（野々市町）

コールあい
代表  大深伸尚
TEL 076 248 1503

ま
す
。例
え
ば
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
ザ
ル
を
大
事
に
抱
き
か
か
え
る
テ
ナ
ガ
ザ

ル
の
母
親
の
こ
ま
や
か
な
情
愛
。そ
し
て
、
お
乳
を
一
心
に
飲
む
子
ザ
ル
に
、
命
の

尊
さ
や
力
強
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

百
聞
は
一
見
に
如し

か
ず
。今
年
春
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た「
ト
ラ
・
ラ
イ

オ
ン
舎
」で
は
ガ
ラ
ス
窓
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン
を
間
近
で
安
全

に
見
ら
れ
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
猛
獣
の
息
づ
か
い
ま
で
伝
わ
っ
て
き
て

迫
力
満
点
で
す
。今
後
、
ヒ
ョ
ウ
と
イ
ヌ
ワ
シ
の
展
示
舎
で
も
同
様
の
改
装
を
行
う

計
画
で
す
の
で
、お
楽
し
み
に
。

　

さ
ら
に
、
園
内
で
は
現
在
、
ト
キ
の
繁
殖
ケ
ー
ジ
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。佐

渡
か
ら
ト
キ
を
受
け
入
れ
、２
世
誕
生
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
早
く
県
民
の
皆
さ
ん

に
お
届
け
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。と
に
か
く
、
話
題
満
載
の
い
し
か
わ
動
物
園

へ
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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能
登
有
料
道
路

→至かほく市

↓

金沢
医科大学病院

内灘町
役場

サンセット
ブリッジ

清湖大橋

河北潟

内灘

内灘町
総合公園

ハマナス
恐竜公園 道の駅

内灘
サンセット
パーク

内灘IC

北
陸
鉄
道

浅
野
川
線 至金沢市中心部

あま～い魅力がいっぱい！
恋人の聖地で
ロマンチックなひととき

　

道
の
駅「
内
灘
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー

ク
」
は
、
能
登
有
料
道
路
内
灘
Ｉ

Ｃ
か
ら
車
で
3
分
の
場
所
に

あ
り
ま
す
。
近
く
に
内
灘
大

橋（
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
）
や

河
北
潟
、
日
本
海
、
遠
く
に
は
白
山
連

峰
と
、今
年
4
月
、〝
恋
人
の
聖
地
〞と

な
っ
た
内
灘
町
を
代
表
す
る
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
景
観
が
楽
し
め
、
幅
広
い

世
代
の
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
駅
内
に
は
、
恋
人
た
ち
が

よ
り
ス
イ
ー
ト
な
時
間
を
過
ご
せ
る

ス
イ
ー
ツ
も
い
っ
ぱ
い
。
牧
場
直
営

店
が
販
売
す
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や

ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
も
っ
ち
も
ち
の
皮
が

特
徴
の
大
判
焼
き
は
、
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
ほ
し
い
人
気
商
品
で
す
。

　

内
灘
町
に
お
越
し
の
際
は
、
サ
ン

セ
ッ
ト
パ
ー
ク
内
灘
で
あ
ま
〜
い
魅

力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
恋
人
の
聖
地
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
性
化
支

　

援
セ
ン
タ
ー
（
静
岡
県
）が
認
定
し
た
魅
力
あ

　

る
観
光
地

約3分 約1分
恐竜型遊具が人気 展望台からの眺めがおすすめ

人気商品トップ3を紹介します

DATA
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道の駅
シリーズ

道の駅 内灘サンセットパーク
内灘町大学1-4-1
TEL 076（282）7080
ホームページ  www.usp-plan.com
 営  午前10：00～午後7：00
 休  無休

ハマナス恐竜公園

☎076（286）1111

内灘サンセット
パーク
（内灘町）

ひと足伸ばして行ってみよう！

内灘町総合公園

※

地元野菜や
お花なども
扱っています
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能
登
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
作
り
手
の
こ
だ
わ

り
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
能
登
野
菜
で

す
。
お
い
し
さ
を
十
分
に
蓄
え
ら
れ
る
よ

う
、
1
本
の
ツ
ル
で
育
て
る
実
は
た
っ
た

の
1
つ
だ
け
。
さ
ら
に
、
収
穫
前
に
は
試

し
切
り
を
し
、
完
熟
し
て
い
る
か
を
見
極

め
、
収
穫
後
も
追
熟
し
た
上
で
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　

能
登
の
里
山
で
じ
っ
く
り
と
育
て
ら

れ
た
能
登
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
濃
厚
な
甘
み
と

ク
リ
に
似
た
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
が

楽
し
め
ま
す
。

　

そ
の
お
い
し
さ
は
県
内
だ
け
で
な
く
、

県
外
で
も
評
判
が
高
く
、
特
に
関
西
の
市

場
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
と
し
て
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。

関
西
で
人
気
の

関
西
で
人
気
の

ブ
ラ
ン
ド
野
菜

ブ
ラ
ン
ド
野
菜

こ
だ
わ
り
が
生
む

濃
厚
な
甘
み
と

ホ
ク
ホ
ク
感

  　

旬 　

主
な
産
地

能
登
かぼちゃ

22

カボチャは、ビタミンやカロチンなどが豊富な緑黄色野菜で、生活習慣病の予防
に効果があると言われています。そんな栄養満点な能登かぼちゃを市販のミート
ソースを使い、手軽でおいしいグラタンに仕上げました。

■能登かぼちゃ………………… 1/4個
■ムカゴ……………………………20粒
　※大きめのものを選び、コンソメで煮る

■むきエビ…………………………20尾
　※ボイルしておく

■コンソメ…………………………適宜
■市販のミートソース…………… 1缶
■ピザ用のチーズ…………………適宜

材料（4人分）

1

2

     ※沸騰させないようにじっくりと煮込むのが、身を崩れ
　   させないコツです。

3

4

作り方

能登かぼちゃとムカゴの
ミートソースグラタン




